
①「ActiveData分析コマンド」グループ内
の「集約/ピボット」をクリックします。

Ⅰ．分析－集約

 集約／ピボットコマンドには、集約機能とピボットテーブルの2つの機能があります。
 集約機能は、分析対象のグループ列をキーに、集約対象列として指定した数値列の値を合計する機能で

す。集約された数値については、統計値を計算して表示することも可能です。統計値は27種類の中から

自由に選択することが出来ます。

「集約/ピボット」機能について

②「集約/ピボット」ダイアログボックス

が開きます。



「集約/ピボット」ダイアログボックス
機能説明

Ⅰ．分析－集約

グループを認識するための列
を最大3つ指定します。小計は

グループ単位に計算されます。

小計として、値を合計する数値
形式の列を選択します。

このオプションをチェックすると、各グループの小計に加え、
次項目の「統計値選択」で選択した統計値が表示されます。



「集約/ピボット」ダイアログボックスで統計値選択を
クリックすると、「統計値選択」ダイアログボックス

が表示されます。

集約結果に含める統計値を選択することが

できます。

「統計値選択」ダイアログボックス
機能説明

Ⅰ．分析－集約



Ⅰ．分析－集約
出力結果（イメージ）



 ピボットテーブルは、Excelのピボットテーブル機能と同じものですが、ユーザーが使いやすいように
入力画面が簡略化されています。

「集約/ピボット」機能について

①「ActiveData分析コマンド」グループ内
の「集約/ピボット」をクリックします。

Ⅰ．分析－ピボットテーブル

②「集約/ピボット」ダイアログボックス

が開きます。



「集約/ピボット」ダイアログボックス
機能説明

Ⅰ．分析－ピボットテーブル

グループを認識するための列
を最大3つ指定します。小計は

グループ単位に計算されます。

小計として、値を合計する数値
形式の列を選択します。

ここにチェックがあるとピボット
テーブルが作成されます。 ここで選択された列はピボットテーブルの上部に表示さ

れる列タイトルになります。グループ列はピボットテー
ブルの左側に表示される行タイトルとなります。



集約結果（イメージ）
Ⅰ．分析－ピボットテーブル


